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第 2表 比較要因の総括 
 
比較 














社会的支配階級の態度 権力親和的 権力親和的 
「中産層」の動向 運動に対する拒否 運動に参与 ② 
民衆運動の強弱の程度 脆弱 量的・質的成長 
闘争目標（最大主義／最
小主義） 最小主義の闘争目標 最小主義の闘争目標 ③ 闘争方式（最大主義／最
小主義） 最小主義の闘争方式 最大主義の闘争方式 
米国の対第三世界戦略 カークペトリックドクトリン 低強度戦略 ④ 



































                                                     
22 木宮正史によれば、戦略的選択理論として任爀伯、構造決定論としてブルース・
カミングスを代表的論者として挙げている（木宮正史、前掲論文、184ページ）。 
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対して怒りを爆発させた。これが広範囲な市民の民主化運動への参加に結
びついた。 
④上述の変化は、韓国社会の構造的な変化が背後にあった。すでに1960
年代にはじまる工業化による経済発展は、固定的・保守的な農村社会から
流動的・革新的な都市社会への変化をもたらした。都市には大量の労働者
と中間階層が蓄積された。彼らは教育の普及に伴って近代的な知識を吸収
し、より主体的な思考能力を身につけた。その結果、学生や知識人はもち
ろんであるが、労働者や中間階層も権威主義政権に唯々諾々と従うのでは
なく、批判的な見方も可能としたのである。 
 ⑤このほかに、1987年に韓国の民主化を助ける以下のような要因があっ
た。第一に、米国が権威主義政権の武力弾圧を抑止したということである。
これは米国の「民主化プロジェクト」の一環でもあるが、1980年代に韓国
社会に蔓延した反米感情をこれ以上、悪化させられないという強いられた
選択であった。その意味で、これ自体が1980年代の学生運動の成果であっ
たと捉え直すことができる。第二に、韓国が翌年、オリンピック開催を控
えていたことがある。オリンピック開催の決定は、南北正統化競争におけ
る国際的信認面で韓国を決定的な優位に導いた。ある程度、北方外交も進
展していた。民主化運動の武力鎮圧がもし可能であったとしても、それを
実行すれば、これまでの外交の成果は水泡に帰してしまう。権威主義政権
は、武力鎮圧の結果による韓国の国際的評価失墜から受ける損失はあまり
にも大きいと意識せざるを得ず、実力行使を自制したと考えられる。しか
し、これもまた韓国の民主化運動がそれだけ大規模に展開されたからであ
る。第三に、1980年代の「民主化の波」が、韓国の民主化勢力を鼓舞した。
とくに前年、マルコス政権を崩壊させたフィリピンの民主化運動である。
民主化運動が国際的にどう波及するのか、議論の余地はあるが、少なくと
も民主化勢力には大きな精神的支えとなるものであった。 
 以上、韓国民主化実現の条件をより直接的なものから述べてきたが、あ
えて一言で総括すれば、韓国の民主化は、韓国の民主化運動の高揚が決定
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的な力となり、権威主義政権の譲歩、民主政移行を勝ち取ったと言えるだ
ろう。 
 
付 記： 
本稿は2008－2010年度科学研究費補助金基盤研究A「体制移行の比較研
究：初期条件・移行のコスト・民主政の成熟度」の研究成果の一部である。 
また本稿を岡眞人教授退官記念号に掲載することができて幸いである。
岡先生は、私の中高校の尊敬すべき先輩であり、本校に赴任してからは教
職員テニス親睦会で共にテニスを楽しむ仲間として親しくしていただい
た。退官後におかれては、ご自身の研究課題でもあるActive agingを実践さ
れ、末永く、元気で生き生きとして年を取られて行かれるよう心から祈念
する。 
 
